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想定を超える物価上昇は「学童保育室」改修予算に影響想定を超える物価上昇は「学童保育室」改修予算に影響

議案番
号 議　案　名 審議

結果

佐
藤
　
弘
美

橋
本
　
　
将

宮
本
　
大
裕

小
林
　
　
智

藤
野
　
和
美

𠮷
本
　
秀
二

森
　
　
一
人

青
柳
　
賢
治

畠
山
　
美
幸

川
口
　
浩
史

渋
谷
登
美
子

犾
守
　
勝
義

発議第
６号

防衛装備移転三原則等の見直しに反対し、恒久平和
主義を守ることを求める意見書の提出について 否決 × × × × ● × × × × ● ●

議
　
　
長

発議第
７号

高校、高等教育機関へ通学する障害をもつ学生の移
動保障及び合理的配慮の推進に関する意見書の提出
について

否決 × ● × × ● × × × × ● ●

発議第
８号

ゲノム編集技術を応用した食品の情報提供及び表示
に関する意見書の提出について 否決 × ● × × ● × × × × ● ●

発議第
９号

地方自治体の特別職に対する産前産後休暇制度の整備を
求める意見書の提出について 否決 × ● × × ● × × × ● ● ●

発議第
10号

教育基本法に違反すると認定したことに反対する意
見書の提出について 否決 × × × × ● × × × × ● ●

発議第
11号

憲法改正に反対し、改憲発議を行わないことを求め
る意見書の提出について 否決 × × × × ● × × × × ● ●

※議長は議事進行を行うため賛否表明はしません。　○の網掛けは、賛成討論を行いました。

令和８年第２回定例会  議員提出議案と結果（賛否の分かれた議案）令和８年第２回定例会  議員提出議案と結果（賛否の分かれた議案）

全
て
の
議
案
賛
否
は

こ
ち
ら
か
ら

B＆G海洋センター体育館

菅谷中学校の１階を学童保育室に改修

令
和
８
年
第
１
回
臨
時
会

（
４
月
23
日
）

令
和
８
年
第
２
回
臨
時
会

（
６
月
30
日
）

令
和
８
年
第
２
回
定
例
会

（
６
月
４
日
～
６
月
11
日
）

●
学
童
保
育
室
事
業

�

１
億
４
１
６
７
万
円
増

　
小
中
学
校
再
編
に
伴
い
、
菅
谷

中
学
校
の
１
階
を
学
童
保
育
室
に

改
修
す
る
費
用
の
補
正
。
合
計
３

億
２
８
０
０
万
円
と
な
る
。

こ
の
物
価
上
昇
率
で
学
校

建
設
費
も
み
て
い
る
の
か
。

学
童
保
育
室
改
修
費
用
は
令

和
５
年
に
㎡
単
価
×
物
価
上

昇
率
で
計
算
し
た
。
算
出
基
準
が

少
し
古
い
令
和
５
年
で
あ
っ
た
た

め
大
き
な
乖か

い
り離
が
あ
っ
た
。一
方
、

学
校
建
設
費
用
は
、
令
和
７
年
８

月
に
積
算
し
た
も
の
で
あ
る
。
学

童
保
育
室
改
修
費
用
ほ
ど
の
乖
離

は
な
い
と
み
て
い
る
。
し
か
し
、

１
％
違
っ
た
だ
け
で
も
金
額
が
大

き
い
の
で
建
設
費
用
も
大
き
く
な

る
た
め
出
来
る
だ
け
情
報
を
収
集

し
、乖
離
が
な
い
よ
う
に
努
め
る
。

●
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館

空
調
設
置�

９
３
３
９
万
円

　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
及
び
ア
リ
ー
ナ

に
空
調
を
新
設
。

工
事
期
間
中
、
体
育
館
が
使

用
で
き
な
い
期
間
は
。

本
年
12
月

～
来
年
２

月
を
工
事
期
間

と
し
、
こ
の
間

の
体
育
館
は
使

用
で
き
な
い
。

「
観
光
協
会
」
が
解
散
へ

　
６
月
10
日
、
全
員
協
議
会

に
お
い
て
、
町
か
ら
「
一
般

社
団
法
人
嵐
山
町
観
光
協

会
」
が
解
散
さ
れ
る
と
報
告

が
あ
っ
た
。

　「
観
光
協
会
」
は
経
営
悪

化
に
よ
る
赤
字
経
営
（
令
和

７
年
度
７
３
５
万
円
の
赤

字
）
が
続
い
て
い
る
た
め
、

令
和
８
年
度
中
に
解
散
し
、

新
た
な
方
向
性
を
検
討
す
る

と
し
て
い
る
。

●
武
蔵
嵐
山
駅
東
西
連
絡
通
路
・

駅
前
広
場
管
理
事
業�

90
万
円

　
嵐
山
駅
東
口
の
線
路
沿
い
と
交

番
側
の
両
駐
輪
場
を
録
画
で
き
る

防
犯
カ
メ
ラ
を
増
設
す
る
。

●
指
定
文
化
財
保
存
管
理
事
業

�

３
０
０
万
円

　『
杉
山
薬
師
堂
の
元も

と
の
も
く
あ
み

杢
網
雲
竜

画
』
を
屏
風
に
転
写
し
、
町
政
60

周
年
記
念
と
し
て
公
開
す
る
。

●（
仮
称
）武
蔵
嵐
山
小
学
校
学
童

保
育
室
改
修
工
事

�

３
億
１
９
５
万
円

議
案
第
21
号

一
般
会
計
補
正
予
算

議
案
第
２６
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結

議
案
第
24
号

一
般
会
計
補
正
予
算

議
案
第
27
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結
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９人の議員が町政を問う９人の議員が町政を問う

※本文は質問した議員本人の責任で要約した原稿を掲載しています。
※各議員の質問動画はYouTubeにて配信しております。二次元コードによりご覧になれます。

一 般 質 問一 般 質 問

樹
木
管
理
に
つ
い
て

問  

枯
損
木
の
調
査
及
び
倒
木
等
事
故
発

生
時
の
町
の
対
応
に
つ
い
て

農  

民
地
に
つ
い
て
は
適
正
管
理
を
周
知

し
、
法
に
従
い
所
有
者
の
責
任
に
お
い
て

管
理
し
て
も
ら
う
。

ま  

パ
ト
ロ
ー
ル
や
通
報
等
に
よ
る
早
期

発
見
に
努
め
、
倒
木
等
が
発
生
し
た
際
に

は
交
通
確
保
を
最
優
先
し
、
緊
急
的
な
撤

去
・
道
路
啓
開
作
業
を
実
施
す
る
。
民
地

に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
所
有
者
へ
経
費

を
請
求
す
る
。

問  

嵐
山
渓
谷
に
あ
る
国
内
二
位
の
大
キ

リ
に
つ
い
て

生  

町
が
調
査
の
上
、
保
護
に
努
め
る
。

問  

町
有
林
の
樹
木
を
活
用
し
た
場
合
、

伐
採
跡
地
に
、
児
童
生
徒
の
植
樹
は
可
能

か教
育
長  

町
有
林
の
樹
木
活
用
の
有
無
を

含
め
、
町
の
動
向
を
待
っ
て
判
断
す
る
。

問  

菅
谷
小
学
校
正
門
前
大
ク
ス
伐
採
に

伴
う
木
材
の
活
用
に
つ
い
て

教
育
長  

記
念
品
を
作
る
な
ど
、
記
録
・

記
憶
に
残
る
も
の
の
作
製
に
努
め
る
。

問  

【
森
林
セ
ラ
ピ
ー
】
実
施
に
伴
う
嵐

山
渓
谷
等
町
有
地
の
活
用
許
可
に
つ
い
て

町
長  

町
の
発
展
に
努
め
る
積
極
的
な
活

動
に
つ
い
て
は
全
面
的
に
協
力
す
る
。

宮本　大裕
質問事項 ◆町内における樹木管理について

藤野　和美
質問事項 ◆新規就農促進について

◆ごみ処理の広域化について
◆物価高・資材不足への対策支援について

川口　浩史
質問事項 ◆歩道設置について

◆女子生徒のスラックス着用について
◆学校間のスポーツ等の送迎について

佐藤　弘美
質問事項 ◆嵐山町における蓄電池施設について

畠山　美幸
質問事項 ◆県道通学路整備について

◆使用済み園芸用等の土の回収について
◆嵐山郷の周辺の桜の木の伐採について

小林　　智
質問事項 ◆�町内の国・県道の町道移管について

◆�交流センターの活動状況について

渋谷登美子
質問事項 ◆独立行政法人「男女共同参画機構」との今後の関わりについて

◆健康寿命の延伸とたばこ税収に係る財政リスクについて
◆東松山・小川地区衛生組合における広域ゴミ処理について
◆インクルーシブ教育と支援のあり方について
◆家庭での看取りについて

𠮷本　秀二
質問事項 ◆町の効率な業務運営について

◆�都幾川桜堤の管理及び将来構想について

橋本　　将
質問事項 ◆災害時協力井戸について

１

７

８

９

2 ６

３

4

5

宮
みやもと
本　大

だいゆう
裕 議員

菅谷小学校の大クス
学校再編で伐採が決まっている

周
囲
の
樹
木
と
は
ま
っ
た
く
違
う
、
圧
倒
的

な
存
在
感
　
嵐
山
渓
谷
の
大
キ
リ

『嵐山渓谷の大キリ』　目通り380㎝　高さ約20ｍ
日本第２位 埼玉県第１位 環境省「巨樹・巨木林データベース」

農 農政課長　ま まちづくり整備課長　生 生涯学習課長
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畠
はたけやま
山　美

みゆ き
幸 議員

健 健康いきいき課長　企 企業支援課長　ま まちづくり整備課長　環 環境課長

タ
バ
コ
は
、

全
身
病
の
も
と
で
す

嵐山郷周辺
町道沿いに目印あり＝R8.4.24

禁煙等強化区域横断幕・駅西口＝R8.6.10

使
用
済
み
園
芸
用
等
の
土
の
回
収
に
つ
い
て

問  

家
庭
園
芸
の
普
及
に
伴
い
、
使
用
済

み
園
芸
用
土
の
処
分
に
困
る
住
民
が
増
え

て
い
る
。
本
町
で
は
収
集
対
象
外
と
な
っ

て
い
る
。
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
受
け
入
れ

し
て
い
る
と
聞
い
た
が
考
え
は

環  

県
内
の
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
鶴
ヶ
島

市
・
吉
川
市
の
２
か
所
で
実
証
実
験
を
し

て
い
る
。
今
後
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
本
社

に
確
認
し
た
い
。

嵐
山
郷
の
周
辺
の
桜
の
木
の
伐
採
に
つ
い
て

問  

近
年
、
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
に

よ
る
被
害
が
拡
大
し
、
枯
損
木
や
空
洞
化

し
た
樹
木
に
よ
る
倒
木
・
落
枝
の
危
険
性

が
高
ま
っ
て
い
る
。
道
路
利
用
者
の
安
全

確
保
の
た
め
、
管
理
責
任
の
区
分
や
被
害

状
況
の
把
握
、
緊
急
的
な
剪
定
・
伐
採
な

ど
の
対
応
が
重
要
と
考
え
伺
う　
　
　
　

 

①
県
管
理
区
域
と
県
道
・
町
道
に
お
け
る

管
理
責
任
の
整
理
に
つ
い
て　
　
　
　
　

 

②
被
害
状
況
や
危
険
木
の
調
査
状
況
に
つ

い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

③
事
故
防
止
に
向
け
た
剪
定
・
伐
採
な
ど

安
全
対
策
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　

 

④
県
と
町
が
連
携
し
た
今
後
の
対
応
に
つ

い
て

答
①

ま  

桜
が
植
栽
さ
れ
て
い
る
箇
所
に
は
県

道
は
な
く
、
嵐
山
郷
敷
地
内
の
桜
は
県
の

管
理
、
外
周
の
東
・
西
・
北
側
の
町
道
沿

い
の
桜
は
企
業
支
援
課
が
、
町
道
は
ま
ち

づ
く
り
整
備
課
が
管
理
し
て
い
る
。

答
②
③
④

企  

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
に
よ
る
被

害
に
つ
い
て
、
嵐
山
郷
敷
地
内
で
は
多
数

の
被
害
が
見
ら
れ
、
町
道
沿
い
で
は
老
木

に
よ
る
立
ち
枯
れ
が
目
立
っ
て
い
る
。
現

地
確
認
の
結
果
、
23
本
中
17
本
が
伐
採
対

象
と
な
り
、
特
に
危
険
性
の
高
い
５
本
程

度
は
早
期
伐
倒
を
予
定
し
て
い
る
。
今
後

は
、
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
と
企
業
支
援
課

が
連
携
し
、
安
全
確
保
の
た
め
監
視
を
強

化
し
て
い
く
。

タ
バ
コ
対
策
と
健
康
・
財
政

問  

医
療
と
タ
バ
コ
の
影
響
で
は
、
タ
バ

コ
産
業
は
総
額
で
２
兆
８
千
億
円
。
一

方
、
医
療
の
損
失
額
は
４
兆
３
千
億
円
と

い
う
。
町
内
の
喫
煙
状
況
と
、
健
康
や
財

政
へ
の
影
響
は

健  

町
全
体
の
喫
煙
率
は
14
・
８
％
で
、

妊
婦
の
約
６
・
５
％
（
約
70
人
中
５
人
程

度
）
に
喫
煙
習
慣
が
あ
り
、
20
代
妊
婦
の

喫
煙
も
課
題
。
保
健
師
の
個
別
指
導
や
健

診
後
の
保
健
指
導
を
継
続
し
て
い
る
。

総  

タ
バ
コ
税
収
は
公
表
済
だ
が
、
医
療

費
と
の
比
較
分
析
は
難
し
く
、
受
動
喫
煙

防
止
に
向
け
た
啓
発
や
公
共
空
間
の
禁
煙

周
知
を
推
進
し
て
い
く
。

在
宅
で
の
看
取
り
（
在
宅
死
）

問  
在
宅
死
を
希
望
す
る
住
民
へ
の
支

援
体
制
は

長  

住
民
の
55
％
が
「
自
宅
で
亡
く
な
り

た
い
」
と
回
答
し
て
い
る
。
訪
問
看
護
は

嵐
山
町
に
は
な
い
が
、
近
隣
市
の
事
業
所

が
全
カ
バ
ー
し
て
お
り
、
今
年
度
中
に
は

「
看
護
多
機
能
」
施
設
も
整
備
さ
れ
る
。

看
護
多
機
能
施
設
で
は
看
取
り
も
実
施
予

定
。
１
人
暮
ら
し
で
も
、
配
食
業
者
等
と

連
携
し
た
「
見
守
り
事
業
」
や
、
町
配
置

の
看
護
師
に
よ
る
定
期
巡
回
、
人
生
会
議

（
Ａ
Ｃ
Ｐ
）
の
普
及
を
通
じ
て
、
異
変
を

早
期
に
察
知
し
、
本
人
の
意
思
に
寄
り
添

い
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
体
制
を
構
築
し
て

い
く
。

渋
しぶや
谷登

と み こ
美子 議員
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橋
はしもと
本　将

まさ
 議員

区　分 登録井戸数

菅谷地区 １２２基

七郷地区 ６９基

合 計 １９１基

揚水方式 井戸数

電動ポンプ式 １85基

手導ポンプ式 6基

検査項目 検査結果 基準・意味
ｐH値 7.1 中性に近く、飲料水として良好な範囲
大腸菌 不検出 水の安全性を確認する重要な指標
有機物 0.4mg/l 有機物による汚れが少ないことを示す
水の状態 良好 清浄で良質な水源であることを示す

町
の
効
率
的
な
業
務
運
営
に
つ
い
て

問  

当
町
は
学
校
再
編
・
新
校
建
設
と
い

う
大
事
業
を
抱
え
て
お
り
、
効
率
的
な
業

務
運
営
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。　
　
　

　
給
与・定
員
管
理
の
現
状
評
価
、
課
題
、

今
後
に
お
け
る
人
件
費
等
に
対
す
る
考
え

は総  

職
員
の
実
人
員
は
、
前
年
度
比
正
職

員
４
人
減
の
１
３
９
人
、
会
計
年
度
任
用

職
員
３
人
減
の
１
２
７
人
。　

　

人
件
費
は
、
令
和
７
年
度
決
算
額

に
対
し
て
８
年
度
補
正
後
の
予
算
額

が
、
正
職
員
が
４
８
６
万
５
千
円
増
の

９
億
１
４
５
５
万
１
千
円
、
会
計
年
度

任
用
職
員
が
１
７
２
８
万
５
千
円
増
の

２
億
７
３
１
万
９
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

人
事
院
勧
告
等
に
よ
り
人
件
費
が
年
々
増

額
状
況
の
中
、
職
員
一
人
ひ
と
り
の
努
力

や
知
恵
に
よ
り
効
率
的
な
業
務
運
営
が
図

ら
れ
て
い
る
と
評
価
し
て
い
る
。
課
題
と

し
て
は
、
職
員
受
験
者
数
の
減
少
傾
向
が

あ
る
。
限
ら
れ
た
予
算
で
最
大
の
効
果
を

上
げ
る
こ
と
が
基
本
で
あ
り
、
職
員
体
制

や
人
件
費
も
同
様
の
方
針
で
運
営
し
て
い

く
。

問  

当
町
の
給
与
明
細
書
に
は
、
児
童
手

当
、
社
会
保
険
料
が
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、

人
件
費
の
総
額
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
一
般
会
計
予
算
書
の
給
与
費
明
細

書
も
不
十
分
な
説
明
に
な
っ
て
い
る

副
町
長  

調
査
、
確
認
を
す
る
。

問  
当
町
の
給
与
・
定
員
管
理
は
、
類
似

自
治
体
を
比
較
し
て
も
適
正
で
あ
る
と
評

価
で
き
る
。
し
か
し
、
滑
川
町
は
当
町
よ

り
人
口
が
約
２
５
０
０
人
多
い
が
、
職
員

数
も
少
な
く
、
人
件
費
も
低
い
。
こ
の
要

因
は

総  

当
町
よ
り
、
職
員
の
平
均
年
齢
が
低

い
こ
と
が
あ
る
。

問  

加
え
て
、
当
町
は
他
町
よ
り
組
織
構

成
が
多
く
、
職
員
数
増
の
要
因
に
な
っ
て

い
る
面
が
あ
る
。
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
が
デ

メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。
考
え
は

副
町
長  

現
状
は
今
の
体
制
が
一
番
職
員

も
起
動
し
や
す
い
と
考
え
て
い
る
が
、
必

要
に
応
じ
て
、
長
の
命
を
受
け
、
必
要
な

課
の
配
置
は
当
然
考
え
て
い
く
。

総 総務課長　長 長寿生きがい課長　地 地域支援課長

※�

災
害
時
協
力
井
戸
は
、
災
害
に
よ

る
断
水
時
に
ト
イ
レ
や
清
掃
な
ど

に
使
用
す
る
生
活
用
水
の
確
保
を

目
的
と
し
て
、
井
戸
所
有
者
の
協

力
に
よ
り
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

嵐山町　災害時協力井戸の登録状況

嵐山町の原水水質検査結果（一例）

災害時も
みんなで
助け合おう

災
害
時
協
力
井
戸
に
つ
い
て

問  

災
害
時
協
力
井
戸
は
電
動
ポ
ン
プ

式
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
停
電
時
に
は
水

を
供
給
で
き
な
い
と
の
声
が
あ
る
が

地  

防
災
会
で
所
有
し
て
い
る
発
電
機
を

利
用
し
て
い
た
だ
く
事
を
想
定
し
て
い

る
。

問  

リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
や
防
災
関
連
補

助
を
拡
充
し
て
ポ
ー
タ
ブ
ル
電
源
購
入
補

助
を
し
た
ら
ど
う
か

地  

一
部
の
自
治
体
で
実
施
し
て
い
る
の

で
調
査
研
究
し
て
い
く
。

問  

町
内
井
戸
の
水
質
検
査
の
実
施
状

況
は

地  

町
と
し
て
水
質
検
査
実
施
の
有
無
は

把
握
し
て
い
な
い
。

問  

水
質
検
査
を
町
で
行
っ
て
く
れ
る

か地  

保
健
所
か
専
門
業
者
を
紹
介
す
る
事

に
な
る
。

問  
簡
易
検
査
な
ら
５
０
０
０
円
程
度
。

年
20
基
と
し
て
も
10
万
円
程
度
。
水
質

デ
ー
タ
蓄
積
は
異
変
の
気
づ
き
や
対
策
の

根
拠
に
な
る
。
町
民
の
安
心
に
も
つ
な
が

る
。
町
で
ま
と
め
て
検
査
で
き
な
い
か

副
町
長  

飲
料
水
で
あ
る
浄
水
場
の
原
水

を
水
道
法
に
よ
る
検
査
は
行
っ
て
い
る
。

問  

防
災
マ
ッ
プ
等
に
災
害
時
協
力
井

戸
の
記
載
が
な
い
。
災
害
時
に
利
用
で
き

る
井
戸
が
ど
こ
に
あ
る
か
周
知
が
足
り
な

い
の
で
は

地  

「
災
害
協
力
井
戸
の
家
」
と
い
う
プ

レ
ー
ト
を
配
布
し
て
い
る
。
各
防
災
会
に

地
区
の
情
報
カ
ー
ド
一
覧
を
配
布
し
て
い

る
。

問  

今
後
の
取
組
み
は

地  

10
年
毎
の
情
報
カ
ー
ド
更
新
作
業
を

進
め
る
。
防
災
計
画
の
更
新
や
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
で
の
周
知
を
行
い
、
災
害
時
に
円

滑
に
使
え
る
体
制
づ
く
り
の
推
進
を
図
っ

て
い
く
。

𠮷
よしもと
本　秀

しゅうじ
二 議員
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町道移管される旧国道254号線（約600m）
移管後は町管理となる＝R8.6.16

国
道
・
県
道
の
町
道
移
管
に
つ
い
て

問  

国
道
２
５
４
号
線
（
旧
道
）
の
町
道

移
管
が
前
回
定
例
会
に
て
認
定
さ
れ
た
。

町
道
移
管
の
課
題
、
判
断
基
準
、
管
理
負

担
、
財
政
支
援
は

ま  

移
管
は
将
来
に
わ
た
り
財
政
・
人
員

の
大
き
な
負
担
を
伴
う
重
大
課
題
で
あ

り
、
町
は
不
利
益
や
リ
ス
ク
を
避
け
慎
重

に
交
渉
す
る
。
道
路
区
分
は
道
路
法
に
基

づ
き
、
旧
道
の
役
割
が
広
域
交
通
か
ら
地

域
利
用
へ
変
化
し
た
か
が
判
断
基
準
と
な

る
。
移
管
後
は
維
持
補
修
や
草
刈
り
な
ど

新
た
な
負
担
が
生
じ
る
た
め
、
県
と
事
前

補
修
や
歩
道
整
備
な
ど
負
担
軽
減
策
を
調

整
し
て
い
る
。
ま
た
、
移
管
に
伴
う
維
持

管
理
費
を
対
象
と
し
た
一
律
・
継
続
的
な

財
政
支
援
制
度
は
な
い
。

交
流
セ
ン
タ
ー
の
利
用
状
況
と
休

日
活
用
に
つ
い
て

問  

利
用
状
況
は

新
規
就
農
促
進
つ
い
て

問  

遊
休
農
地
の
現
状
は

農  

ま
だ
十
分
耕
作
で
き
る
農
地
と
し

て
、
21
・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
る
。

問  

新
規
就
農
促
進
の
方
策
は

農  

都
心
に
近
い
こ
と
も
あ
り
、「
半
農

半
Ｘ
」「
小
さ
な
農
業
」「
週
末
農
業
」
の

視
点
も
必
要
と
思
う
。

問  

楽
し
む
農
業
を
推
進
す
る
た
め
に

も
、
Ｈ
Ｐ
上
で
の
相
談
窓
口
設
置
は

農  

検
討
し
て
い
く
。

ご
み
処
理
の
広
域
化
に
つ
い
て

問  

ご
み
処
理
の
広
域
化
で
基
本
合
意

に
至
っ
た
の
は
、

コ
ス
ト
メ
リ
ッ
ト

と
Ｃ
Ｏ
２
削
減
効

果
と
の
こ
と
だ
が
、

町
の
負
担
額
は
ど

の
位
か

環   

あ
く
ま
で
試

生  

令
和
７
年
度
の
利
用
延
べ
人
数
は
、

ふ
れ
あ
い
５
万
３
０
０
８
人
、
北
部
２
万

２
０
３
３
人
、
南
部
２
０
５
３
人
で
、
休

日
利
用
は
40
～
50
％
。
多
く
が
文
化
団
体

で
あ
る
。

問  

祝
日
閉
館
と
し
て
い
る
が
祝
日
利

用
を
行
っ
て
も
管
理
負
担
は
大
き
く
な

く
、
町
民
活
動
の
促
進
に
つ
な
が
る
。
祝

日
利
用
の
解
放
と
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
導
入

し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
予
約
を
交
流
セ
ン
タ
ー

に
も
導
入
し
て
ほ
し
い

生  
祝
日
開
放
と
オ
ン
ラ
イ
ン
予
約
の
導

入
に
つ
い
て
は
、
町
民
の
利
便
性
向
上
の

観
点
か
ら
検
討
し
て
い
く
。

算
で
は
あ
る
が
、
20
年
間
で
約
48
億
８
千

万
円
、
比
較
し
て
約
３
億
９
千
万
円
の
メ

リ
ッ
ト
と
な
る
。

町
長 

ご
み
処
理
は
、
自
治
体
が
お
こ
な

う
べ
き
こ
と
な
の
で
、
施
設
は
必
要
と
考

え
る
が
、
ま
だ
任
意
協
議
会
の
段
階
で
あ

り
、
費
用
の
負
担
割
合
を
含
め
て
決
定
し

て
い
る
こ
と
は
な
い
。
決
ま
っ
て
い
る
の

は
、
１
市
４
町
１
村
の
枠
組
み
と
施
設
の

建
設
の
場
所
が
東
松
山
市
内
に
な
る
こ
と

だ
け
で
あ
る
。　

物
価
高
・
資
材
不
足
へ
の
支
援
は

問  

農
業
者
支
援
の
た
め
に
も
、
農
産
物

直
売
所
で
の
販
促
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は

農  

検
討
し
て
い
き
た
い
。

問  

介
護
事
業
所
へ
の
支
援
は

長  

国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

問  

建
築
業
者
へ
の
支
援
と
し
て
は

企  

商
工
会
と
も
連
携
し
て
、
相
談
等
寄

り
添
っ
た
支
援
を
行
っ
て
い
く
。
会
員
以

外
に
も
広
げ
て
い
き
た
い
。

問  

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
の
拡
充

に
よ
る
支
援
は

企  

担
当
課
と
も
相
談
し
て
い
き
た
い
。

問  

そ
の
他
考
え
る
こ
と
は

総  

国
か
ら
の
交
付
金
を
ふ
ま
え
て
、
総

合
的
に
検
討
し
て
い
く
。

ま まちづくり整備課長　生 生涯学習課長　農 農政課長

藤
ふじの
野　和

かずみ
美 議員

出典：環境省・エコジンのHP
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武蔵嵐山駅　←
至小川町駅

　　　→
至つきのわ駅

ガソリン
スタンド

埼玉縣
信用金庫

西口

ド
ラ
ッ
グ

ス
ト
ア

着色部分に幅員3.5mの歩道設置

嵐
山
町
に
お
け
る
蓄
電
池
施
設
に
つ
い
て

問  

蓄
電
池
施
設
の
建
設
予
定
が
あ
る

が
町
の
考
え
は

環  

古
里
地
区
内
で
計
画
し
て
い
る
場
所

は
、
嵐
山
郷
の
南
側
の
外
周
道
路
に
接
し

て
お
り
、
面
積
が
１
７
６
９
㎡
、
地
目
が

畑
。
事
業
面
積
、
約
７
８
８
㎡
の
計
画
で

工
事
期
間
が
令
和
８
年
10
月
～
令
和
９
年

２
月
ま
で
。
嵐
山
町
環
境
保
全
条
例
第
14

条
の
規
定
に
よ
り
、
事
業
面
積
３
０
０
㎡

以
上
か
つ
現
状
地
盤
高
と
の
高
低
差
が
１

ｍ
以
上
の
掘
削
や
切
土
が
あ
る
と
き
は
、

町
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
現
時
点
で
は
、
町
に
は
許
可
申
請
は

提
出
さ
れ
て
い
な
い
。
嵐
山
町
環
境
保
全

条
例
第
12
条
に
は
、『
事
業
に
係
る
苦
情

又
は
紛
争
が
生
じ
た
と
き
は
、
説
明
会
若

し
く
は
話
し
合
い
の
場
を
設
け
る
な
ど
し

て
自
ら
の
責
任
と
負
担
に
お
い
て
誠
意
を

も
っ
て
解
決
に
あ
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。』
と
も
規
定
し
て
あ
る
。
町
と
し
て

も
環
境
負
荷
の
軽
減
も
念
頭
に
置
き
、
事

業
者
が
法
令
を
遵
守
す
る
こ
と
や
、
地
域

の
方
々
と
の
情
報
共
有
に
努
め
る
。

問  

町
内
で
す
で
に
稼
働
し
て
い
る
蓄

電
池
施
設
は
何
か
所
あ
る
か

環  

稼
働
し
て
い
る
か
不
明
だ
が
、
志
賀

に
あ
り
、
志
賀
、
鎌
形
、
将
軍
沢
で
予
定

さ
れ
て
い
る
。

問  

嵐
山
町
議
会
は
令
和
7
年
第
4
回

定
例
会
に
お
い
て
「
系
統
用
蓄
電
池
に
関

す
る
全
国
的
な
安
全
基
準
及
び
設
置
の
策

定
を
求
め
る
意
見
書
」を
国
に
提
出
し
た
。

町
民
の
不
安
を
取
り
除
く
の
は
町
独
自
の

ル
ー
ル
だ
と
思
う
が
、
ど
の
様
に
考
え
て

い
る
か

副
町
長  

太
陽
光
発
電
、
蓄
電
池
事
業
に

対
す
る
住
民
の
皆
様
の
不
安
感
と
い
う
の

が
一
番
の
大
き
な
問
題
だ
と
思
う
。
太
陽

光
発
電
が
町
の
条
例
で
も
あ
る
よ
う
に
蓄

電
池
等
に
対
し
て
も
そ
う
い
っ
た
対
応
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
条
例
か

指
導
要
綱
的
な
も
の
を
作
り
な
が
ら
出
来

る
範
囲
で
指
導
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

総 総務課長　企 企業支援課長　教 教育総務課長　環 環境課長

歩
道
設
置
に
つ
い
て

問  

県
道
・
深
谷
嵐
山
線
の
嵐
山
ガ
ス
店

か
ら
線
路
を
渡
り
手
押
信
号
機
の
と
こ
ろ

ま
で
の
歩
道
未
整
備
部
分
に
歩
道
設
置
計

画
が
あ
が
っ
た
。
歩
道
の
幅
は
自
転
車
も

通
行
で
き
る
３
・
５
ｍ
で
あ
る
。
こ
の
道

路
の
通
行
量
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か

ま  

１
日
あ
た
り
５
５
０
０
台
の
車
両
が

通
行
し
、
そ
の
う
ち
７
０
０
台
が
大
型
車

で
あ
る
。

問  

今
後
、
都
市
計
画
道
路
（
ヤ
オ
コ
ー

～
図
書
館
～
川
島
地
内
を
通
っ
て
つ
き
の

わ
駅
）
が
完
成
す
る
と
北
部
方
面
へ
の
通

行
は
都
市
計
画
道
路
を
通
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。
こ
の
道
路
が
完
成
後
、
歩

道
設
置
計
画
部
分
の
通
行
量
は
ど
の
く
ら

い
に
な
る
の
か

ま  

事
業
主
体
の
埼
玉
県
に
お
い
て
、
現

段
階
で
は
具
体
的
な
数
値
を
算
出
し
て
い

な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

部
活
動
に
よ
る
移
動
の
安
全
に
つ
い
て

問  

磐
越
自
動
車
道
に
お
い
て
生
徒
が

亡
く
な
る
悲
惨
な
事
故
が
発
生
し
た
。
こ

の
よ
う
な
事
故
を
本
町
で
は
絶
対
に
起
こ

さ
な
い
た
め
に
徹
底
し
た
防
止
策
が
必
要

だ
。
そ
こ
で
、
部
活
な
ど
で
の
学
校
を
離

れ
て
の
練
習
や
試
合
は
ど
の
く
ら
い
あ
る

の
か

教  

今
年
の
５
月
あ
る
学
校
で
は
平
均
３

回
あ
っ
た
。

問  
そ
の
際
に
送
迎
は
ど
の
よ
う
に
し

て
い
る
の
か

教  

町
が
契
約
し
て
い
る
バ
ス
会
社
を
使

用
し
て
い
る
。
ま
た
休
日
で
あ
れ
ば
、
保

護
者
が
送
迎
し
て
い
る
。

川
かわぐち
口　浩

ひ ろ し
史 議員

佐
さと う
藤　弘

ひろみ
美 議員
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クラウド
ファンディング
案内はこちら

ＱＡ

ＱＡ

嵐山町立小中学校再編調査特別委員会
4/17・5/15

学
校
統
合
推
進
課
よ
り
説
明

【
新
校
の
校
章
に
つ
い
て
】

・�

令
和
7
年
10
月
1
日
か
ら
11
月
24
日
に
か
け
て
公
募

を
実
施
し
、
合
計
１
３
２
案
の
応
募
が
あ
っ
た
。

・�

町
内
在
住
者
及
び
町
内
教
育
機
関
職
員
等
を
対
象
に

W
e
b
ア
ン
ケ
ー
ト
も
実
施
し
た
。
こ
う
し
た
経
過

と
協
議
結
果
を
踏
ま
え
、
4
月
14
日
に
行
わ
れ
た
教

育
委
員
会
に
お
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
尊
重
し
つ

つ
、
長
期
的
に
学
校
の
象
徴
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
か
、

ま
た
地
域
性
や
品
位
を
備
え
て
い
る
か
と
い
う
観
点

か
ら
審
議
を
行
い
、
決
定
し
た
。

【
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
ふ
る
さ
と
納
税
の
実

施
に
つ
い
て
】

・�

新
校
建
設
と
な
る
と
、
学
校
建
設
費
以
外
に
も
備
品

な
ど
様
々
な
購
入
費
が
掛
か
る
の
で
、
新
た
な
財
源

を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
総

務
課
と
連
携
し
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
ふ

る
さ
と
納
税
を
実
施
し
、
学
校
の
備
品
に
充
当
す
る

予
算
確
保
に
努
め
た
い
。
現
在
、
運
営
サ
イ
ト
と
調

整
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
学
校
建
設
が
終
わ
る
頃
ま

で
寄
附
を
受
け
付
け
る
予
定
。

●
主
な
質
疑
応
答

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で

設
定
す
る
目
標
額
は

児
童
生
徒
が
使
う
机
と
椅
子
を
全
て
新
調
し
た

い
。
概
算
で
3
千
万
円
程
度
か
か
る
と
見
込
ん
で

お
り
、
現
時
点
で
は
そ
こ
を
目
標
と
考
え
て
い
る
。

総
務
課
及
び
教
育
委
員
会
よ
り
説
明

【
現
状
に
お
け
る
財
政
計
画
に
つ
い
て
】

・�

総
事
業
費
約
60
億
円
を
想
定
し
て
、
補
助
金
約
30
億

円
、
基
金
約
10
億
円
を
充
当
し
、
残
り
約
20
億
円
を

借
り
入
れ
た
場
合
、
20
年
間
で
年
約
1
億
円
返
済
を

す
る
計
画
で
い
る
。
借
入
額
が
仮
に
増
額
に
な
っ
た

と
し
て
も
、
一
年
の
返
済
額
2
億
円
ぐ
ら
い
ま
で
は

可
能
で
あ
る
。
現
在
、
2
億
円
以
上
の
基
金
を
積
立

て
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
返
済
に
充
て
る
こ
と
で
あ

れ
ば
、
他
の
事
業
に
大
き
く
影
響
し
な
い
と
考
え
て

い
る
。

【
特
別
支
援
教
室
の
配
置
に
つ
い
て
】

・�

一
人
一
人
の
子
ど
も
た
ち
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
こ
と
、
特
別
支
援
学
級
間
で
の
協
働
、
そ
れ
か

ら
特
別
支
援
学
級
と
通
常
学
級
の
交
流
、
こ
の
3
点

が
大
事
に
な
る
。
こ
の
こ
と
を
配
慮
し
た
上
で
、
特

別
支
援
学
級
の
配
置
を
検
討
し
た
。
個
別
配
慮
が
必

要
な
子
や
通
級
指
導
等
を
考
え
た
時
に
は
マ
ル
チ

ル
ー
ム
と
い
う
小
さ
な
部
屋
を
複
数
用
意
し
て
対
応

し
た
い
。

●
主
な
質
疑
応
答

不
登
校
生
徒
の
対
応
ス
ペ
ー
ス
は
、
ど
の
様
に
考

え
て
い
る
の
か

不
登
校
対
策
は
、
校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し

て
１
教
室
を
利
用
し
て
考
え
て
い
る
。
こ
れ
に
マ

ル
チ
ル
ー
ム
を
活
用
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
る
。
初
め

か
ら
不
登
校
対
策
の
部
屋
と
明
記
し
て
な
い
の
は
、
通

級
指
導
等
、
ま
た
複
合
的
に
使
う
こ
と
が
あ
る
か
も
知

れ
な
い
の
で
、
マ
ル
チ
ル
ー
ム
と
し
て
い
る
。

　
国
の
医
療
及
び
介
護
の
現
場
は
、

高
齢
化
に
よ
る
需
要
の
急
増
と
少
子

化
に
伴
う
深
刻
な
人
材
不
足
に
直
面

し
て
い
る
。
さ
ら
に
夜
勤
交
代
制
労

働
に
つ
い
て
は
身
体
的
、
精
神
的
リ

ス
ク
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
る
。
国

で
は
、
看
護
師
の
人
材
確
保
、
さ
ら

に
は
、
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
へ
の

支
援
な
ど
、
様
々
な
施
策
を
講
じ
て

い
る
が
、
人
手
不
足
を
補
う
だ
け
の

労
働
力
の
確
保
や
処
遇
改
善
な
ど
に

は
、
い
ま
だ
不
十
分
な
状
況
に
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
取
組
を
更
に
強
力
に
推

進
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
医
療
及

び
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
を
再

構
築
す
る
た
め
、
さ
ら
な
る
労
働
環

境
の
整
備
や
処
遇
改
善
を
図
る
こ
と

を
求
め
る
。

提
出
先　
衆
参
両
院
議
長

　
　
　
　
内
閣
総
理
大
臣　
ほ
か

安
全
・
安
心
な
医
療
・
介
護
の
実
現

の
た
め
の
人
材
確
保
と
処
遇
改
善
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

（
要
約
）

意見書全文は
こちらから
ご覧になれます

可
決
意
見
書
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運営ゲーム中の様子

軽自動車で運べる救助艇

小川消防署と同タイプを配備予定

小川地区衛生組合議会比企広域市町村圏組合議会

文教厚生常任委員会 総務経済常任委員会

＜観光拠点施設視察＞
視察先は地域活性化や
行政関与の取組を学ぶ
ため、中之条ガーデン
ズを予定

地域コミュニティの仕組みづくり

【4月16日委員会】前回視察した「むさし嵐
丸庵」を踏まえ、同様のコミュニティサロン
を他地域へ広げる際の課題を協議。人材育成
の難しさ、リーダーの高齢化、地区事情に詳
しい社協スタッフや区長の役割の重要性が指
摘され、空き家の活用やエリアプロデュー
サーによる次世代人材の発掘の必要性も挙げ
られた。
【5月13日委員会】社会福祉協議会から地域
サロンの現状と課題について説明を受けた。
サロンは現在８地区で実施。中心人材の不足
や参加者の高齢化が課題であり、地域からの
相談により活動が再開した例、移動販売に合
わせた取組、中学生ボランティアとの世代間
交流などを紹介された。一方、社協自身も人
員不足により、地域全体を見たコーディネー
トが困難であるとの課題が示され、地域支援
体制の強化が必要であるとの認識を共有した。

学校給食の充実� ４月16日・５月13日

　給食試食会および栄養教諭からの説明を踏
まえ、給食日数の減少への懸念、無償化によ
る量や日数への影響の実態把握、国の無償化
施策が実施された場合の町負担軽減分の再配
分方針、食材の安全性や地産地消の取組状況
などについて意見交換を行った。
　今後、給食センターおよび教育総務課への
ヒアリングを行い、給食の質と持続性の確保
に向けて調査研究を進めることとした。

避難所運営ゲームで学ぶ� ４月６日

　前防災担当者の指導のもと、避難所運営
ゲーム（ＨＵＧ）実施。HUGを通して、避
難者の受け入れや避難所内の配置、要配慮者
への対応について検討を行った。意見交換で
は、妊婦や感染症患者、女性専用スペース、
ペット同行避難などについて議論した。また、
避難所運営にはルールづくりやリーダーの存
在、女性の視点が重要であるとの説明を受け、
防災対策への理解を深めた。

行政敷地内・B＆G防災倉庫視察� ５月11日

　役場敷地内防災倉庫の備蓄品について、ア
ルファ化米、飲料水、簡易トイレ、段ボール
ベッド等の整備状況や、ローリングストック
による管理方法について説明を受けた。また、
災害時の物資搬送体制や車両確保の課題につ
いて確認した。Ｂ＆Ｇでは、油圧ショベル、
救助艇、発電機等の災害対応資機材の整備状
況を視察し、※道路
啓開や救助体制に
ついて理解を深め
た。
※障害物を取り除いて通
行可能にすること

■
５
月
29
日
臨
時
議
会
開
会

【
ご
み
焼
却
場
解
体
工
事
請
負
契
約
の
締
結
】

・
金
額�

５
億
４
４
３
６
万
円

・
期
間　
締
結
日
～
令
和
10
年
３
月
31
日

・
契
約
先　
（
株
）
エ
イ
ワ
産
業　
（
東
京
都
）

●
環
境
衛
生
常
任
委
員
会

　

�　
「
し
尿
処
理
施
設
整
備
計
画
」
よ
り
、
新

た
に
下
水
道
へ
の
放
流
に
関
す
る
検
討
結
果

の
報
告
を
受
け
た
。
今
後
は
下
水
道
放
流
検

討
結
果
を
踏
ま
え
、
関
係
箇
所
等
の
情
報
収

集
・
調
査
、
協
議
を
経
て
整
備
計
画
を
検
討

し
て
い
く
、
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

■
５
月
21
日
臨
時
議
会
開
会

【
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
】

「
東
松
山
消
防
署
・
嵐
山
分
署
・
と
き
が
わ
分

署　
高
規
格
救
急
自
動
車
の
購
入
」

・
契
約
金
額�

１
億
３
２
９
万
円

・
契
約
相
手　
埼
玉
ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社
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発
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広
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任
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〒
３
５
５
ー
０
２
１
１　

埼
玉
県
比
企
郡
嵐
山
町
大
字
杉
山
１
０
３
０
ー
１

☎
０
４
９
３（
６
２
）４
５
８
７

広
報
広
聴
常
任
委
員
会
（
広
報
部
会
）　

藤
野
和
美　

宮
本
大
裕　

森
一
人　

畠
山
美
幸　

川
口
浩
史

議
会
だ
よ
り
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

フ
ォ
ン
ト
を
使
用
し
て
い
ま
す

議会の地域に出向いての意見交換会議会の地域に出向いての意見交換会
■昨年実施された12会場での「議会の地域に出向いての意見交換会」には、130名の方
が参加され多くのご意見・ご要望をいただきました。
　いただいたご意見・ご要望への対応や回答等についての報告書を
ホームページに掲載します。
■第２回「議会の地域に出向いての意見交換会」を、以下の日程で開催します。
　ご参加お待ちしております。

※�10月10日は、ふれあい交流センターにおいて保育を行います。希望される場合、２週間前まで
に議会事務局にご連絡ください。

※ご都合にあわせて、どの会場でもご参加いただけます。

次回定例会は　８月２７日（木）開会の予定です。皆様の傍聴お待ちしています。
請願・陳情は　８月１９日（水）午後５時までに提出してください。

編

集

後

記

編

集

後

記

　
町
政
六
十
周
年
に
向
け
て
、
と
て
も
爽
や
か
な

《
町
歌
》
が
完
成
し
ま
し
た
。
緑
豊
か
で
、
文
化

華
や
ぎ
、
風
も
優
し
い
こ
の
町
で
、
い
つ
も
、
い

つ
ま
で
も
健
康
で
、
幸
せ
に
と
き
め
き
、
み
ん
な

笑
顔
で
輝
い
て
ほ
し
い
。
町
民
の
幸
せ
を
願
う
、

希
望
あ
ふ
れ
る
い
い
歌
だ
と
思
い
ま
す
。

　
本
多
静
六
先
生
が
「
武
蔵
の
国
の
嵐あ

ら
し
や
ま山
」
と
よ

び
、
昭
和
四
十
二
年
に
誕
生
し
た
嵐
山
町
に
は
、

ゆ
く
て
明
る
い
夢
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
夢
を
叶
え

る
に
は
、
こ
の
町
を
愛
す
る
す
べ
て
の
人
の
思
い

が
一
つ
に
な
っ
て
、
未
来
へ
か
け
る
虹
に
な
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
《
千
年
の
苑
》を
紫
色
に
染
め
る《
ラ
ベ
ン
ダ
ー
》

に
は
、
人
の
気
持
ち
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
て
く
れ

る
優
れ
た
力
が
あ
り
ま
す
。
あ
る
が
ま
ま
に
咲
く

こ
と
が
、
人
の
心
を
癒
す
力
に
な
る
。

　
「
き
っ
と
そ
れ
は
み
ん
な
に
与
え
ら
れ
て
い
る

力
だ
と
思
う
。
い
ろ
ん
な
色
が
あ
る
か
ら
虹
に
な

る
。
お
た
が
い
の
色

を
認
め
合
え
ば
、
未

来
へ
か
け
る
大
き
な

虹
に
な
る
」
そ
ん
な

思
い
に
さ
せ
て
く
れ

る
歌
だ
と
思
い
ま
す
。

　
嵐
山
町
は
明
る
い

未
来
へ
向
か
っ
て
羽

ば
た
き
ま
す
。

�

（
宮
本
）

日　　時 会　　場 主に該当するエリア
10月10日（土）
　午前10時～

ふれあい交流センター206 菅谷１区～４区、９区
川島集会所 川島１区～３区

10月10日（土）
　午後2時～

ふれあい交流センター206 菅谷５区～８区
志賀第一集会所 志賀１区

11月 7日（土）
　午前10時～

鎌形北部集会所 鎌形
大蔵構造改善センター 大蔵、根岸、将軍沢

11月 7日（土）
　午後2時～

志賀２区自治会館 志賀２区

北部交流センター会議室1・２ 古里、吉田、越畑、勝田、広野、
杉山、太郎丸

11月14日（土）
　午前10時～

町立図書館多目的室 むさし台
平沢コミュニティセンター 平沢１区、２区

11月14日（土）
　午後2時～

遠山 遠山集会所
千手堂２区集会所 千手堂１区、２区

ラベンダー園と大平山＝R8.6.29


